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東南アジア-日本高校生平和交流事業 AJPAP2025  
成果発表および共同制作アート作品の 

ASEAN事務局への贈呈式をジャカルタで開催 
 

  

AJPAP2025参加者によるアート作品の共同制作ワークショップの様子 

 
国際交流基金（JF）は、ASEAN事務局協力のもと、2025年 11月に日本で実施した「日 ASEAN青少年平

和交流・対話事業（ASEAN-Japan Peace Ambassador Project, AJPAP2025）」の成果を報告し、参加高
校生が共同で制作したアート作品を ASEAN 事務局へ贈呈するイベントを、2026 年 1 月 12 日（月）にジャカルタ
の同事務局本部で開催します。 

AJPAPは、対話と協働を通じて「次世代の平和」を構想することを目的に本年 JFが立ち上げた、日本とASEANの
高校生が「平和」について語り合い、多様な価値観のもとで共に考える次世代交流プログラムです。戦後 80年を迎える
節目となった初回の AJPAP2025 では、インドネシア、フィリピン、ベトナム、広島の高校生 12 名が参加し、広島でのフ
ィールドプログラム、専門家によるワークショップ、共同アート制作などを通じて平和を多角的に探究しました。研修最終
日、広島に世界各地から寄せられる折り鶴を用いて、参加者一人ひとりの思い描く平和のイメージを持ち寄りながら、高
校生たちが全員で話し合って共同制作した作品は、本イベントにて ASEAN事務局へ寄贈され、その後事務局ロビーに
展示される予定です。 
本イベントは対面とオンラインでのハイブリッド形式で行われ、4 か国の参加高校生をはじめとする関係者が出席しま

す。AJPAP2025 を通じて参加者が得た学びや異なる背景をもつ同世代との対話を通じた気づき、文化や言語の違い
を超えた協働の経験を ASEAN事務局とも共有し、今後の日 ASEAN の平和構築・地域協力に向けた新たな対話の
きっかけとすることを目指しています。 
 

記 
 

事業名称︓ASEAN-Japan Peace Ambassador Project (AJPAP) 2025 成果報告・作品寄贈式 
日時︓2026 年 1 月 12 日（月） 14:00～15:00（インドネシア時間、予定）（＝16:00～17:00（日本時

間）） 
会場︓ASEAN事務局（ジャカルタ）＋オンライン ハイブリッド形式 
主催︓ 国際交流基金（JF） 
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共催︓ASEAN事務局 
協力︓NPO法人 Peace Culture Village（PCV） 
使用言語︓英語 
 
出席者（予定）︓ 
- AJPAP2025参加 4 か国の高校生及び引率教員（インドネシア：現地参加 ／ 広島、フィリピン、ベトナ

ム：オンライン参加） 
- 主催者：JF本部役員、ジャカルタ日本文化センター所長他 
- 共催者：ASEAN事務局副事務総長 他 
- 協力機関：PCV専務理事 他（オンライン） 

 
主な内容︓ 
成果報告 
- JF及びプログラム参加高校生より、AJPAP2025 での学びと成果の報告 
- プログラムのハイライトをまとめた振り返りビデオの上映 

共同制作アート作品の贈呈式 
- 作品のタイトルとそこに込められたコンセプトの発表 
- ASEAN事務局への作品贈呈 

 
以上 

 
「次世代共創パートナーシップ－文化のWA2.0－」について 

国際交流基金（JF）は「日本の友人をふやし、世界との絆をはぐ
くむ。」をミッションに、「文化芸術交流」「日本語教育」「日本研究・国
際対話」を推進する独立行政法人です。  

JF では 2024年から 10年間にわたって ASEAN を中心とするア
ジア諸国と、日本語教育、文化芸術、日本研究、国際対話の分野
で、互いの価値を認め合う、包括的な人的交流プロジェクト「次世代
共創パートナーシップ－文化のWA2.0－」を展開しています。 
日本語パートナーズ事業と双方向の知的・文化交流事業を軸に、

心と心のふれあいを通じて、多層的な人的ネットワークの強化や、対象地域と日本との将来にわたる強い信頼関係の構
築を目指します。 

本プロジェクトについて、同行またはオンラインによる取材・参加者へのインタビューが可能です。 
また、主催者ならびに参加高校生などへの取材も可能です。（日英の通訳を手配します。）  
詳しくは、国際交流基金 ブランド推進部 広報課 press@jpf.go.jp までご連絡ください。  

mailto:press@jpf.go.jp
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◆日本語パートナーズ事業 
アジアの中学・高校などで日本語を教える教師やその生徒のパートナーとして、授業のアシスタントや日本文化の紹
介をする人を派遣しています。 
◆双方向の知的・文化交流事業 
相互理解の上に成り立つコラボレーションの機会を創出することで、人と人の強い絆を培い、世界の架け橋となる次
世代人材を育てます。 

 
次世代共創パートナーシップ－文化のWA2.0－公式サイト  https://asiawa.jpf.go.jp/では、これまでの取り組み
を記事や動画で掲載しています。ぜひ、ご覧ください。 

 

https://asiawa.jpf.go.jp/

	以上

